


























































































































































（Perry and Wise 1990）。この論文を契機にPSM
研究が進展することとなる。









表 1）。 ま た、 欧 州 を 中 心 に「Public Service 
Ethos」等、PSMという用語を使わずに同様の研
究を行う研究者もいることから（Pratchett and 










　Perry and Wise 1990以降に進められた他の研
究者によるPSMの定義は次のとおりである。「個
人を重要な公共サービスの提供に向かわせようと
動機づける力（Brewer and Selden 1998）」「コ
ミュニティや国、人類の利益に従事しようとする













































〜60年代 70年代 80年代 90年代 2000年〜
Ethic  987 229 1 3 18 58 149



























とは、「①Attrac tion to Public Policy Making（政
策決定への関心。以下、「APM」）」「② Commit ­
ment to Public Interest（公益や義務への関与。
以下、「CPI」）」「③Compassion（憐れみ深さ。以

















ある（Vandenabeele and Van de Walle 2008）。












い て は 主 な 動 機 づ け 要 因 と は さ れ て い な い




































































































































































































ビ ス の ミ ッ シ ョ ン を 損 な う 可 能 性 が あ る











４．Public Service Motivation 
研究の国際比較 　　　　
4. 1．国別のPSM研究進展度
　Web of Science の行政学分野に登録されてい
る 論 文 等 の 本 数 は、「public service」「moti va­
tion」で検索すると321、「public service」「ethic」


































れている事実をあげ（Pratchett and Wingfield 










 1．米国 153（47.7%） 83（36.2%） 192（59.8%）
 2．韓国 28 （8.7%） 4 （1.7%） 28 （8.7%）
 3．スイス 14 （4.4%） － 24 （7.5%）
 4．オランダ 23 （7.2%） 12 （5.2%） 21 （6.5%）
 5．英国 22 （6.9%） 29（12.7%） 17 （5.3%）
 6．デンマーク 16 （5.0%） 1 （0.4%） 16 （5.0%）
 7．中国 25 （7.8%） 21 （9.2%） 16 （5.0%）
 8．オーストラリア 17 （5.3%） 14 （6.1%） 16 （5.0%）
 9．カナダ 13 （4.1%） 21 （9.2%） 13 （4.0%）






て、 新たな 3 次元（equality（平等性）、bure au­
cratic values（官僚的価値）、customer orien ta­
tion（顧客志向））を加えた7次元モデルにより実
証を行った 27。その結果、7次元モデルは棄却さ


























すAPMは「手段」を表す「①Attraction to Public 
Participation（公共活動への参加。以下、「APP」）」
に、「規範」 を表す CPI は「価値」 を表す「②















度の開発をすることである（Kim et al. 2013）。
　次元分類は、Kim and Vandenabeele 2010の4
次元モデル（APP, CPV, COM, SS）を基本とし、
各国の研究者による議論を経て決定した。CPV
を CPI（public interest： 公 共 利 益） と CPV
（public value：公共的価値）に分割した上でCPI
をAPPと合成し、行動指向を表す新しい次元と
してAttraction to Public Service（公共サービス
への関心。以下、「APS」）とする修正を加えた。











図表3：PSM次元の比較（Perry 1996版とKim and Vandenabeele 2010版）
USA Rational : APM Norm­based : CPI Affective : COM dependent : SS
⬇ ⬇ ⬇
Int’l
Instrumental : APP Value­based : CPV Identification : COM
Fundamental : SS 

















必要であるとしている（Kim et al. 2013）。
4. 3．日本における研究


















































































































































































 3 その他の分野は、Public Environmental Occupational 
Health（108）, Management（97）, Economics（69）, 
Health Policy Services（56）等である。（　）内は本数。
 4 「public service ethos」で検索した場合の登録論文数
は138であったため、数の多い「ethic」での検索結果と
した。
 5 その他の分野は、Public Environmental Occupational 









































連邦政府職員を対象とした調査（The U.S. Merit Sys­
tems Protection Board 1993）を使用。20,851サンプルの
うち、不正や公益を損ねかねない行動に遭遇したことが
あるとした職員サンプル（N=2,188）を使用した。
19 GSS（General Social Survey）は、13歳以上を無作為
抽出で行い、自営業を除いた様々な職種の公私従業員含
んだ調査であり、 米国の労働者の縮図を表す。FEAS
（Federal Employee Attitude Survey）は、2,000 人の連
邦政府公務員を対象とした調査である。IEEE（Institute 
for Electrical and Electronics Engineers）Surveyは、公
私組織のエンジニアのみを対象とした調査であり（600
人を無作為抽出）、単一職業における公私従業員比較と
している。 それぞれ基準としたのは、GSS 1989 年、
FEAS 1979年、IEEE1994年であるが、公私組織間の違
いは GSS の 1973〜1993 年の経年データを用いて実証
した。
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